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冷夏による影響調査結果について・ーー・・

「こんにちはヨーロ.,ハ゜」①
本田正人氏・・・・・・・・・

1民法の改正1配偶者の相続税が
引き上げられましたー

『これからの成長業種と成長商品』
人の使い方

「マイナス面もある目標づけ」
企業経営のカンどころ・

Ⅱ月は予定納税第2期分の納期限
求職者情報・・・・・・
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先月15日から5日間にわ九り東大寺落慶法要が盛大に営まれた。
七年の歳月と総工費48億円をかけ、延べ10万人が従事した大修理

が完成。古都奈良のシンポル・大仏殿がここによみがえった。
(東大寺境内にて)
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お問い合はせー・・
奈良公共職業安定所

職業紹介係まで
TEL 24-5501
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保安係
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手取賃金
(月収)

3年
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事務補助
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28年

200,000円

プレス.ボーノレ
盤工(小物)34年

21

トを除く(奈良公共職業安定所)職業紹介状況(9月)学卒 .ノ{^

屋内軽作業

人
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180,000円

士木測量・製図
2年

勤務時問
(休日)
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昭和55年11月10日(毎月1 回10日発行)

雑

6 億5,000万円
マルケイ
推せん状況

180,000円

8.00~17.00
(日・祝)

Ⅱ年

50

項目

100,000円

8.30~17.00
(日・祝)

金融事務

務

60

1

勤務地
(通・住)

100,000円

9.00~17.00
(日・祝)

工場内作業

規
闇有

62

、

( 9月)

望

奈良市
通

8.00~ 17.00
(日・祝)

ノ、プ、ラ
仕上

80,000円

間有効求職者

規模

150,000円

8.00 ~ 17.00
(日・祝)

区分

シ包装・
Ⅱ年

住所

6年

奈良市消費者物価指数

人

大

120,000円

9.00~17.00
(日・祝)

効

不問

人

奈良市

9 00~17 00
(日・祝)

70,000円

配偶者
の有無

数

者

不問

奈良市

9.00~17.00
(日・祝)

75,000円

総

者
人

不問

数

奈良市
通

9 00~17.00
(日・祝)

奈良市

第H6号掲載分

有

7月

学歴

倍

971
2,122

不問

8.30~17.00
(日・祝)

奈良市

奈良市
通

普通自免
高卒機械科

上昇率

有

対前月比

135.0

男

292
1,105

率

不問

奈良市

8月(昭和50年=100)

8月

有

旧中卒
大型2種自免

4,211

.

627
1,405

不問

奈

奈良市

税理士一部試験合格
簿記2級
沈・通自動車免許
ボイラー2子及
危険物取扱2種

有

資格

134 4

女
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0.1

通

不問
良

奈

0.50

奈良市

553

有

2,114

344

前年比%

不問

通
良

奈良市

717

食料

高小卒
原付免許
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無

-0 4
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フ.2
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△ 6.9
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乗客数 9月
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奈良市

H,」
大阪じ業技姉1専門校
通ツ'中

2,097

有

△14

住居

348

奈良市

126.0

旧中卒
栄養士免

有

32

フフ

146

38

0.34

旧中卒
自動二輪・珠算1級

有

12

月別

摘要

光熱

131.0

126.4

(国鉄奈良駅・奈良交通)

有

△0.15

国鉄奈良駅

高小卒

(総理府統計局)

8

旧中卒

乗

被服

131 9

171.3

月

9

奈良交通名所めぐり

月

客

雑費

466,164

132.0

171 3

奈良公園

乗客

奈良県倒産状況

410,340

奈良・法隆寺
西ノ示

(人)

124.8

144.8

12,119

月別
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月
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今
回
か
ら
三
回
に
わ
た
り
先
般
実

旋
さ
れ
た
県
青
年
経
営
者
受
研
修

団
の
石
貝
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
三
ケ

国
驫
問
さ
れ
た
当
聖
月
年
部
部
長

の
本
田
正
人
氏
に
よ
る
『
こ
ん
に
ち

は
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
』
な
る
も
の
を
掲
載

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
。
や
ぶ
に
ら
み
見

聞
録
▼
今
回
は
第
一
回
と
し
て
イ
ギ

リ
ス
編
を
椴
。
筆
者
独
特
の
ユ
ー

モ
ア
と
ぺ
ー
ソ
ス
套
昌
ん
だ
タ
ッ
チ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
お
国
ぶ
り
が
浮
き
彫

り
に
さ
れ
、
一
味
違
っ
た
描
写
が
新

鮮
な
感
覚
を
与
え
て
く
れ
ま
す
▼
次

号
以
下
、
ロ
ー
マ
.
。
ハ
リ
編
を
紹
介

す
る
予
定
て
す
。
御
期
待
く
だ
さ
い
。
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「
冷
夏
に
ょ
る
影
響
調
査

結
果
」
に
つ
い
て

永
企
業
庁
て
は
、
こ
の
ほ
ど
、

繊
維
、
家
電
製
品
な
ど
十
五
業
種
を

対
象
に
、
冷
夏
に
よ
る
影
響
調
査
を

ま
と
め
ま
し
九
が
、
調
査
結
果
の
概

要
は
以
下
の
と
お
り
て
す
。

円
調
査
方
法
等

①
調
査
対
象
業
種
(
十
五
業
種

繊
維
(
婦
人
・
子
供
服
紳
士
服

中
衣
・
下
衣
・
下
姦
、
メ
リ
ャ
ス

製
品
)
、
家
電
製
品
等
(
ル
ー
ム
エ

ア
コ
ン
、
扇
風
機
、
余
空
調
設
備

工
璽
)
、
日
用
品
等
(
サ
ン
ダ
ル

空
気
入
れ
ビ
ニ
ー
ル
響
叩
、
ガ
ラ
ス

食
品
)
、
化
学
製
品
(
ク
エ
ン
酸
・

香
料
、
合
成
洗
剤
)
、
サ
ー
ビ
ス
業

(
海
の
家
民
宿
)

②
調
査
時
点
と
方
法

八
月
下
旬
を
調
査
時
点
と
し
、
主
に

業
界
団
体
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
を

し
ナ

⇔
生
産
需
要
在
庫
の
動
向

黒
鼻
動
向

調
査
対
条
種
の
七
1
八
月
の
需
要

曾
を
み
る
と
、
海
の
家
の
一
部
に

前
年
比
六
O
S
七
0
%
の
売
上
げ
減

が
み
ら
れ
る
こ
と
を
は
じ
め
と
し
て

サ
ン
ダ
ル
、
空
気
入
れ
ビ
ニ
ー
ル
製

品
て
前
年
比
三
0
%
の
減
ル
ー
ム

エ
ア
コ
ン
・
扇
風
機
て
同
二
0
-
ニ

五
%
の
減
、
鞭
て
同
-
0
1
二
0

%
の
減
等
、
冷
夏
に
よ
る
影
響
等
が

現
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

②
生
産
動
向

調
査
対
条
種
の
今
需
要
習
け
の

生
産
需
を
み
る
と
、
サ
ン
ダ
ル
、

空
気
入
れ
ビ
ニ
ー
ル
製
品
の
前
年
比

二
五
%
減
の
ほ
か
、
繊
維
等
て
は
減

少
な
い
し
横
ぱ
い
て
あ
っ
九
が
、
ル

ー
ム
エ
ア
コ
ン
等
て
は
前
年
比
若
千

増
の
生
産
を
行
っ
九
。

七
1
八
月
に
お
け
る
需
要
の
落
込

み
が
大
き
か
っ
九
が
、
生
産
は
需
要

期
に
先
行
し
て
行
わ
れ
、
需
要
曾

を
み
て
の
軌
道
修
正
が
困
難
な
九
め

前
年
比
て
需
要
の
伸
び
を
見
込
ん
だ

業
種
は
勿
論
の
こ
と
、
生
産
が
減
少

ぎ
み
に
推
移
し
て
い
た
業
種
に
お
い

て
も
、
結
果
と
し
て
、
過
剰
生
産
と

な
っ
て
い
る
。

鼎
庫
動
向

こ
う
し
九
状
況
か
ら
、
メ
ー
カ
ー
在

庫
・
流
通
在
庫
と
も
七
月
1
八
月
に

入
っ
て
前
色
て
の
急
増
が
み
ら
れ
、

特
に
、
九
月
以
降
売
れ
残
り
品
の
返

品
が
予
想
さ
れ
る
家
電
製
口
叩
、
繊
維

の
一
部
等
て
は
メ
ー
カ
ー
在
庫
の
増

加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

「
冷
夏
影
響
業
種
等
へ
の
中
小
企
業

体
質
強
化
資
金
助
成
制
度
の
活
用

.

に
つ
い
て
」

永
企
業
庁
は
、
冷
夏
に
よ
り
経

営
の
安
定
に
支
障
を
生
じ
て
い
る
中

小
企
業
者
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化

を
確
保
す
る
九
め
、
こ
れ
ら
の
宋

企
業
者
に
対
し
、
中
小
企
業
体
質
強

化
資
金
助
成
制
度
に
よ
る
融
資
を
行

う
こ
と
と
し
、
こ
の
旨
京
道
府
県

に
対
し
通
知
を
行
っ
九
。

各
都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
同
制

度
を
活
用
し
、
先
に
行
っ
た
「
冷
夏

に
よ
る
影
響
調
査
」
対
条
種
を
中

心
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情

に
応
じ
九
融
資
が
行
わ
れ
る
こ
と
と

大
蔵
省
近
畿
財
務
局
奈
良
財
務
部
理
財
課

(
所
在
地
)
奈
良
市
登
大
路
町
八
一
番
地

奈
良
合
同
庁
舎
五
階

(
電
話
)
暑
四
己
二
四
1
 
-
一
五
一
番

己三一口

な
る〔

参
き

氷
企
業
体
質
強
化
資
金
助
成
制

度
は
、
国
と
都
道
府
県
が
協
力
し
て

民
間
金
融
機
関
へ
資
金
を
預
託
し
、

民
間
金
融
機
関
の
資
金
を
有
効
に
活

用
し
て
、
預
託
額
の
数
倍
の
資
金
を

民
間
金
融
機
関
か
ら
朱
企
業
者
に

融
資
す
る
制
度
て
あ
る
。

貸
付
利
率
は
、
概
ね
七
・
三
ー
ハ

三
%
の
範
囲
て
各
都
道
府
県
が
定

.め
て
い
る
。

川
井
氏
飼
常
議
旦

木
戸
氏
飼
事
務
局
次
邑

トぞリぞ
ろつ

店
店
店

奉
三

山
駒

こ

西
郡
生

し暮

年
末
資
金
の
ご
準
備
は

お
す
み
で
す
か

お
申
込
は
お
早
目
に
ど
ぅ
ぞ

胃
じ
種
類
ま
九
は
類
似
の
品
物
に

比
べ
て
、
下
請
代
金
の
額
を
不
当
に

低
く
し
て
は
な
ら
な
い
。

易
品
を
強
制
的
に
買
わ
せ
て
は
な

ら
、
▲
、
 
0

罵
入
さ
せ
た
原
材
料
の
代
金
を
、

下
請
代
金
の
支
払
い
日
よ
り
早
く
支

払
わ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

W
困
難
な
手
形
を
交
付
し
て
は

な
ら
な
い
。

繍
事
業
者
の
逢
原
を
外
部
に

知
ら
せ
九
こ
と
を
理
由
に
不
利
益
な

扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

◇
◇
◇

十
一
月
は
「
下
請
取
引
適
正
化
推

進
月
間
」
て
す
。

親
事
業
者
と
の
取
引
て
不
公
正
な

扱
い
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
永

企
業
庁
計
画
部
下
請
企
業
課
(
〒
鵬

東
示
都
千
代
田
区
霞
が
関
・
T
E
L

0
3
.
 
5
0
1
 
.
 
1
6
6
9
)
ま
九
は

最
寄
り
の
通
商
産
業
局
宋
企
業
課

ま
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

3

1

去
る
九
月
十
八
日
、
轟
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
か
れ
た
第
記
回
日

普
通
貸
付
の
ご
融
資
額
は
一
、
五

0
0
万
円
以
内
、
ご
融
資
期
間
は
運

転
資
金
五
年
以
内
、
設
備
七
年
以
内

と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
定
の
設
備
に

つ
い
て
は
二
、
二
0
0
万
円
以
内
、

十
年
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、
業
種
使
途
に
よ
り
二
、
六

0
0
万
円
ま
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る

制
度
も
あ
り
ま
す
。
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ー
ー

7
 
3
 
8

6
 
7
 
-

7
 
2
 
2

)
)
)

3
 
6
 
4

3
 
(
(

イ
 
5
 
7

Z
 
3
 
3

4
 
4
 
4

フ
フ
フ

0
 
0
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商
連
魯
員
総
会
の
席
上
、
会
議
所
璽
功
労
者
に
対
す
る
表
彰
式

が
行
わ
れ
当
所
傑
て
は
川
井
徳
蔵
(
前
常
議
旦
並
び
に
木
戸
重

電
電
電

(

表
彰
さ
る

己
(
前
事
務
局
次
長
)
の
両
氏
が
表
彰
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
う

も
よ

の
し

な
ま

ん
、し

み
使

0

は
、
国
民
金
融
公
築
良
支
店
ほ
か

県
下
の
各
金
融
機
関
。

ご
融
資
額
は
、
一
世
帯
五
0
万
円

以
内
。
保
証
人
一
名
以
上
(
九
ゞ
し

保
証
基
金
の
保
証
を
利
用
さ
れ
る
場

合
は
不
要
)

詳
細
は
国
民
公
集
良
支
店
(
電

〒
0
七
四
二
ー
ニ
三
1
八
0
四
一

)
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

。
国
の
進
学
口
ー
ン
0

手
続
は
簡
単
で
す
。

吉

』

゛

、
"

昭
和
五
六
年
一
月
四
日
か
ら
、
申

込
み
を
受
付
し
ま
す
。
受
付
の
窓
口

劇

よ
こ ゛t

一

1

の者
ん
業生

阿
ナ

下

2

親
事
業
者
に
不
当
な
取
引
を

強
い
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
か

,

大
蔵
省
て
は
、
従
来
か
ら
奈
良
商
工
会
議
所

に
お
い
て
、
歩
積
・
両
建
預
金
等
に
関
す
る
苦

情
を
受
け
付
け
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
金
融
機

関
と
の
取
引
上
不
公
正
な
取
り
扱
い
を
う
け
て

お
困
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、

今
後
左
記
へ
ご
遠
慮
な
く
お
申
し
出
ド
さ
い
。

朱
企
テ
な
か
て
も
下
璽

業
者
の
み
な
さ
ん
は
、
特
定
の
梨

業
者
に
依
存
し
て
経
営
を
行
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
代
金
の
支
払
い
遅
れ

や
不
当
な
値
引
・
買
い
九
九
き
な
ど

不
利
な
条
件
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が

小
ノ
な
く
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
不
公
正
な
取
引
条
件

を
な
く
し
、
下
辻
蛋
業
者
の
み
な
さ

ん
を
保
護
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て

い
る
の
が
「
下
請
代
金
支
払
遅
延
等

防
止
法
」
て
す
。

こ
の
法
律
は
、
親
事
業
者
が
下
請

事
業
者
に
対
し
て
、
取
引
上
守
る
べ

き
こ
と
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
こ
れ

ら
に
違
反
し
九
場
合
、
国
は
親
圭

者
へ
の
立
入
り
検
査
を
行
い
、
改
善

す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

瑞
品
の
受
取
り
を
不
当
に
拒
否
し

て
は
な
ら
な
い
。

雫
請
代
金
は
、
納
品
さ
れ
九
日
か

ら
六
0
日
以
内
に
支
払
わ
な
け
れ
ぱ

、
▲
ら
、
▲
、
 
0

雫
請
代
金
を
不
当
に
値
引
し
て
は

、
▲
ら
、
▲
、
 
0

窒
取
っ
た
品
物
を
不
当
に
返
品
し

て
は
な
ら
な
い
。

、
(

珍
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『
こ
ん
に
ち
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
①

ー
ロ
ン
ド
ン
編
1

青
年
部
長
本
田
正
人

こ
れ
か
ら
、
「
こ
ん
に
ち
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
0
」
と
題
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
や

ぶ
に
ら
み
見
聞
録
を
、
書
き
進
め
て
ゆ
く
の
て
あ
る
が
、
こ
の
文
章
は
、
小
生

の
時
差
ぼ
け
の
頭
が
、
睡
眠
不
足
の
眼
と
、
耳
鳴
り
の
す
る
耳
を
通
し
て
、
見

聞
き
し
九
、
そ
の
侭
を
纒
め
九
丈
の
代
物
て
、
こ
れ
即
ち
一
般
論
と
解
さ
れ
て

は
、
些
か
鷺
て
あ
る
。

蓋
し
、
独
断
と
偏
見
に
満
ち
九
私
見
を
呈
す
る
訳
て
あ
る
か
ら
、
反
論
が
あ

つ
て
然
る
可
き
て
、
お
そ
ら
く
そ
の
方
が
正
論
て
あ
ろ
う
と
思
っ
が
、
こ
う
云

つ
た
見
方
も
あ
る
の
だ
な
と
、
笑
読
戴
け
れ
ぱ
幸
甚
の
至
り
て
あ
る
。
尚
、
参

考
資
料
と
し
て
、
交
通
公
社
の
ポ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド
を
利
用
さ
せ
て
戴
い
九
。

本
昭
和
五
十
五
年
八
月
十
八
日
か
ら
、
同
二
十
七
日
迄
の
十
日
間
て
、
ロ
ン

ド
ン
・
ロ
ー
マ
・
。
ハ
リ
、
の
三
都
市
を
、
二
泊
、
二
泊
、
三
泊
の
馳
け
足
ゼ
廻

つ
九
の
て
あ
る
か
ら
、
夫
々
の
国
の
総
て
を
知
り
尽
し
得
る
筈
の
な
い
こ
と
は
、

解
っ
て
戴
け
る
と
思
う
が
、
蛇
足
乍
ら
、
書
き
添
え
て
お
く
奈
て
あ
る
。

◇

◇

◇

◇

◇

◇

オ
ー
ス
チ
ン
の
い
か
つ
い
箱
型
夕
北
廻
り
の
飛
行
機
の
長
旅
て
、
疲

ク
シ
ー
と
、
ダ
ブ
ル
デ
ッ
カ
ー
合
れ
果
て
た
稔
を
休
め
る
問
も
な
く
、

ン
ド
ン
名
物
の
二
階
付
き
乗
り
合
い
ア
ル
バ
ー
ト
黒
碑
.
国
会
肇
堂

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
壽
・
バ
ッ
キ
ン

ゞ

ス
。
)
と
が
、
矢
鱈
目
に
付
く
ロ
ン

パ

.

ノ

ド
ン
市
内
は
、
樹
木
と
芝
生
と
を
多
ガ
ム
宮
殿
と
、
矢
継
早
に
引
き
摺
り

く
取
り
入
れ
、
そ
の
一
味
違
っ
た
、
廻
わ
さ
れ
九
、
彬
憤
の
晴
れ
ぬ
気
分

く
す
ん
だ
緑
と
、
古
く
て
厳
め
し
い
て
見
る
せ
い
許
り
て
は
な
さ
そ
号
。

ピ
カ
デ
リ
ー
サ
ー
カ
ス
の
虚
ろ
な

建
物
と
が
、
う
ま
く
調
和
し
て
、
遠

来
の
他
国
者
を
、
程
良
く
落
ち
着
か
賑
い
、
町
々
の
売
り
家
と
書
か
れ
た

せ
て
呉
れ
る
雰
囲
気
が
あ
り
、
中
々
ビ
ラ
を
貼
っ
九
古
家
の
数
の
多
い
こ

良
い
町
だ
と
思
わ
せ
九
が
、
人
々
の
と
等
か
ら
見
て
も
、
人
々
の
表
情
に
、

表
現
は
気
む
ず
か
し
げ
て
、
余
り
楽
焦
罷
革
沈
滞
感
が
漂
っ
て
い
る
様

に
見
え
る
の
も
、
さ
れ
ば
こ
そ
と
領
け
る
0

し
そ
う
に
は
見
え
な
い
。

年
々
深
刻
化
し
て
い
る
経
済
不
安

が
、
そ
う
さ
せ
て
い
る
の
て
あ
ろ
う
。

イ
ギ
リ
ス
は
資
源
に
乏
し
く
、
原

材
料
を
輸
入
し
て
、
工
業
製
品
を
輸
出

し
て
い
る
。
典
型
的
な
工
業
国
て
あ
る
。

農
璽
に
従
事
す
る
人
が
少
く
、

従
っ
て
、
食
糧
・
木
材
の
大
半
は
輸

入
に
頼
っ
て
い
る
為
、
輸
入
超
過
国

て
あ
る
。

第
二
次
大
戦
後
、
一
早
く
経
済
復

興
に
努
め
九
が
、
奏
植
民
地
の
相

次
ぐ
独
立
と
、
大
戦
中
の
借
財
等
に

依
っ
て
、
再
三
経
済
危
機
が
訪
れ
、

そ
の
都
度
課
税
・
引
き
締
め
等
の
政

策
を
、
摂
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
九
そ

せ
、
従
舌
負
し
て
来
九
世
界
の
り

ー
ダ
ー
九
る
の
資
格
と
も
、
半
ぱ
失

わ
し
め
た
。

現
在
.
原
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
再
処

理
(
ウ
ラ
ン
瑚
を
プ
ル
ト
ニ
ユ
ー
ム

鴻
に
変
え
る
。
)
・
北
需
田
の
増
産

コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
ー
産
業
等
々
て
、

.経
済
の
回
復
を
計
っ
て
は
い
る
が
、

他
国
に
遅
れ
を
と
っ
た
こ
と
て
、
些

か
焦
り
に
似
た
も
の
を
、
隠
し
切
れ

な
い
て
い
る
様
子
が
窮
え
る
。

ウ
ィ
ン
ザ
ー
城
と
そ
の
周
辺
の
、

素
晴
し
い
風
景
を
見
れ
ぱ
、
流
石
は

貴
族
の
国
だ
な
と
、
岫
ら
せ
る
も
の

が
あ
る
が
、
そ
の
紳
士
の
国
も
、
上

う
て
あ
る
が
、
国

民
の
労
働
意
欲
の

減
退
と
云
う
結
果

が
、
経
済
成
長
率

の
伸
び
弓
ι
元
。

又
一
方
、
曽
て

盛
ん
て
あ
っ
た
石

炭
産
業
・
鉄
鉱
業

等
、
所
謂
伝
統
産

業
を
、
極
端
に
保

護
す
る
、
保
姦

策
が
、
世
界
経
済

の
花
形
と
も
云
え

る
、
近
代
産
業
の

振
興
を
疎
か
に
し
、

他
国
の
先
行
を
許

し
て
し
ま
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
経
済

の
不
振
は
、
国
際

的
威
信
を
低
下
さ

き
●
●
ノ

ι
リ

着
.
ネ
ク
タ
イ
着
用
て
、
ま
ず
い
物

を
喰
い
、
オ
ン
ポ
ロ
自
動
車
を
走
ら

せ
乍
ら
、
士
俵
際
的
誇
り
と
理
性
と

て
、
『
武
士
は
喰
わ
ね
ど
、
高
楊
枝
。
」

'
.
゛

ナ

'

゛

述

老

゛
、
゛

づ
先
Y
、
゛
X
ゞ
ゞ
、

剛

←
}
、
{

'
1
●
レ

当

七ー
、
◆
{

〔

鼻
一
、
之

憾

と
、
梢
も
す
る
と
我
武
者
ら
に
、
金

儲
け
主
義
に
走
ろ
う
と
す
る
衝
動
に
、

必
死
て
歯
止
め
を
し
、
辛
う
じ
て
対

面
を
保
っ
て
い
る
先
進
国
の
一
つ
て

七
"

ノ

、
加往

配
偶
者
の
相
続
分
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

来
年
一
月
一
日
か
ら
施
行

、
ι

ψ

マ
配
偶
者
の
相
続
分

配
偶
者
の
相
続
分
が
、
子
と
と
も

に
相
続
す
る
と
き
は
誰
の
二
分
の

一
(
今
ま
て
は
三
分
の
こ
、
絡

続
人
死
亡
し
た
△
の
直
系
尊
属

(
両
親
)
と
と
も
に
相
続
す
る
と
き

は
二
分
の
一
(
同
二
分
の
こ
、
被

相
続
人
の
兄
弟
姉
妹
と
と
も
に
相
続

す
る
と
き
は
四
分
の
三
(
同
三
分
の

二
)
に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
(
民
法
第
九
§
)
。

同
時
に
、
配
偶
者
に
対
す
る
相
続

税
に
つ
い
て
も
、
そ
の
相
続
額
が
遺

産
の
二
分
の
一
以
下
(
今
ま
て
は
三

分
の
一
以
下
)
ま
た
は
四
千
万
円
以

下
の
場
合
は
、
課
税
さ
れ
な
い
こ
と

に
な
り
ま
し
九
(
相
続
税
法
第
一
九

条
の
二
)
。

'

、

工

.

.

,

'

日

゛
ー

ι

キ
 
y
 
1
 
'

1
←

,

ノ
締

.

』

゛
ー
'

,
 
L

'
'
'
§

'

1

あ
る
。
と
云
う
見
方
は
、
辛
練
に
過

ぎ
る
て
あ
ろ
う
か
。

否
々
、
こ
う
結
ぶ
積
り
て
は
な
か

つ
た
。
質
素
て
奥
床
し
き
、
イ
ギ
リ

震

封

」
'
'

ノ
卓

ι

"

り
゛
"

ト

り
す
る
の
に
努
力
し
た
相
続
人
に
対

し
、
そ
の
分
を
々
ご
一
恵
力
戸
と
し

て
士
積
み
し
て
親
さ
せ
る
こ
と
を

、
男
よ
う
と
す
る
も
の
て
す
。

例
え
ぱ
、
農
家
や
商
店
な
ど
て
、

長
年
、
父
を
助
け
て
璽
を
続
け
て

き
た
息
子
が
、
父
の
器
を
親
す

る
場
貪
寄
牙
制
度
が
適
用
さ
れ

ま
す
。寄

券
の
額
は
、
相
続
人
全
員
の

話
し
合
い
て
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
折
父
口
い
が
つ
か
な
い

と
き
は
、
寄
与
し
た
相
続
人
の
請
求

(
申
立
て
)
に
よ
っ
て
、
轟
裁
判

所
が
寄
打
を
定
め
ま
す
戻
法
第

九
0
四
条
の
二
)
。

Y、
←

'

.

決
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
て
し
た
。
こ

れ
が
、
今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、
被

相
続
人
の
兄
弟
隷
が
相
続
人
て
あ

る
場
合
の
代
鷺
続
人
は
、
兄
弟
姉

妹
の
子
(
被
相
続
人
の
お
い
、
め
い
)

に
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

(
民
法
第
九
0
-
条
第
二
項
)

"

4

J
■
゛

、

,
斗

(
'
劃
¥

J

、

ヤ
,

J

5

一

(
ス
人
の
暮
し
振
り
は
、
贅
沢
て
生
意

気
な
小
国
民
の
、
良
き
戒
め
て
あ
る

と
、
謙
虚
に
反
省
し
つ
つ
、
ロ
ン
ド

ン
編
を
脱
稿
し
九
か
っ
た
の
て
あ
る
。

血
玉

マ
「
寄
与
分
制
度
L
 
の
新
設

寄
与
分
制
度
と
は
、
亡
く
な
っ
九

人
の
財
産
を
維
持
し
九
り
増
や
し
九

マ
「
遺
留
分
」
を
引
き
上
げ

「
遺
留
分
」
と
は
、
相
続
人
が
取

得
す
る
こ
と
を
鬻
ら
れ
る
最
低
限

度
の
財
産
の
こ
と
て
す
。

こ
れ
ま
て
、
遺
留
分
は
、
直
系
卑

属
(
子
や
孫
)
の
み
が
相
続
人
の
場

合
及
び
直
系
卑
属
と
配
偶
者
が
相

続
人
の
場
合
は
親
財
産
の
二
分
の

一
、
そ
の
他
の
美
口
は
相
続
財
産
の

三
分
の
一
巴
定
め
ら
れ
て
い
ま
し

九
。今

回
の
改
正
て
は
、
こ
の
う
ち
「

相
続
財
産
の
三
分
の
一
L
 
と
さ
れ
て

い
る
「
そ
の
他
の
場
合
」
の
中
ゼ
、

小
配
偶
者
の
み
が
相
続
人
の
と
き
、

②
配
偶
者
及
び
直
系
尊
属
が
相
続
人

の
と
き
、
ま
た
は
③
配
偶
者
及
び
兄

弟
姑
妹
が
相
続
人
の
と
き
の
遺
留
分

が
、
相
続
財
産
の
二
分
の
一
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
配
偶
者
の
相
続
分
が
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
遺
留

分
に
つ
い
て
も
、
親
人
中
に
配
偶

者
が
含
ま
れ
る
美
口
は
、
す
べ
て
二

分
の
一
に
引
き
上
げ
ら
れ
九
も
の
て

す
戻
法
第
-
0
二
八
釜

▽
兄
弟
姉
妹
の
代
襲
相
続
に
制
限

こ
れ
ま
て
は
、
代
希
続
人
(
相

続
人
が
死
亡
な
ど
に
よ
っ
て
相
続
す

る
こ
と
が
て
き
な
く
な
っ
九
揖
口
、

代
わ
り
に
相
続
す
る
△
の
範
囲
が

斤戸
人
博

務
正
正

゛
'
'

す
ノ

1
こ

J
J

、
、

一
三
口

1で
こ
ま

の
旬

、
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^
こ
れ
か
ら
の
成
長
業
種
と

「

成
長
商
品

三
菱
総
合
研
究
所

主
席
研
究
員
佐
藤
公
久

最
近
の
ヒ
ッ
ト
商
品
を
み
る
と
、

ど
フ
フ
ッ
シ
0
ン
型
の
商
品
小
型

雫
節
約
型
ヒ
ー
タ
ー
と
い
う
い
わ

ゆ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
商
品
ビ
ー

ル
ミ
ニ
樽
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
食
料
、

.

飲
料
、
ヤ
ン
グ
層
の
み
を
狙
っ
九
タ

ウ
ン
雑
秀
ど
き
わ
め
て
裡
化
時

代
に
ふ
さ
わ
し
く
、
セ
グ
メ
ン
ト
さ

れ
た
市
場
(
例
え
ば
老
人
市
場
と
い

つ
た
)
に
的
を
し
ぼ
っ
九
商
品
が
圧

倒
的
に
多
い
。
生
産
財
て
は
圧
倒
的

に
①
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
商
口
叩
、
②
工

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
関
連
、
③
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
関
連
に
新
製
品
成
長
商
品

が
目
立
つ
。

表
1
に
消
費
財
の
成
長
要
因
を
あ

げ
て
い
る
が
、
全
般
的
に
み
る
と
、

従
来
の
所
上
昇
に
支
え
ら
れ
て
伸
び

た
市
場
タ
イ
プ
か
ら

①
現
在
の
生
活
を
維
持
、
安
定
化
し

て
い
こ
う
と
す
る
意
向
1
ヘ
ル

ス
、
保
証
の
重
視

②
新
し
い
製
品
て
は
、
単
品
よ
t

シ
ス
テ
ム
的
な
商
品
へ
の
志
向
が

強
く
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
化
も
自
ら

行
え
る
も
の
が
よ
り
望
ま
れ
る
。

吊
場
の
分
化
が
急
速
に
進
ん
て
い

る
0

と
い
う
変
化
が
目
立
つ
。
そ
し
て
、

そ
の
底
流
に
あ
る
も
の
は
促
化
と

商
品
に
対
す
る
二
ー
ズ
反
映
て
あ
る
。

自
ら
の
總
に
あ
っ
た
も
の
を
選
ぶ

ぱ
か
り
て
な
く
、
商
品
そ
の
も
の
に

自
ら
の
二
ー
ズ
を
反
映
さ
せ
る
(
参

加
の
意
識
)
が
強
く
な
っ
て
き
た
。

こ
の
こ
と
は
量
産
商
品
、
画
一
商
品

の
否
定
に
つ
な
が
る
。
も
っ
と
も
典

型
的
に
こ
の
傾
向
を
現
わ
し
て
い
る

の
が
雑
誌
て
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
今

後
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
屈
折
、
画
一

商
品
へ
の
拒
絶
と
い
う
形
て
、
大
き

な
商
品
二
ー
ズ
の
変
化
が
生
じ
て
こ

よ
う
0

こ
の
意
味
て
、
消
費
財
の
成
長
商
品

よ
、

目
標
づ
け

個
性
型
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ニ
ユ
ー

サ
ー
ビ
ス
付
き
夕
食
材
料
セ
ッ
ト
と

つ
た
商
品
(
シ
ス
テ
ム
)
が
成
長

、し商
品
グ
ル
ー
プ
と
い
え
る
の
て
は
な

力
ろ
、
つ
力

生
産
財
の
成
長
要
因
は
表
Ⅱ
に
示

さ
れ
て
い
る
が
、
と
く
に
①
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
②
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

関
連
、
綱
報
、
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
関

連
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
ず
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
は
、
わ
が

国
の
場
合
国
産
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
皆
無
な
の
て
、
省
エ
ネ
一
本
て
あ

ろ
う
。
石
油
は
間
違
い
な
く
一
局
く
な

る
。
そ
れ
故
省
エ
ネ
技
術
は
日
本

産
業
の
生
命
線
て
あ
り
、
ニ
ー
ズ
は

き
わ
め
て
高
い
。

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
応
用
分
野

も
多
い
。
現
在
は
自
動
車
へ
の
利
用

が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
△
後
は
流

通
業
の
総
合
販
売
シ
ス
テ
ム
形
成
(

P
O
S
な
ど
)
や
、
オ
フ
ィ
ス
・
オ

フ
ロ
ン
ト
ホ
ッ
ク

ー
ト
メ
ー
シ
,
ン
に
利
用
さ
れ
て
こ

よ
う
。
こ
の
技
術
は
日
本
が
用
い
て

お
り
、
今
後
日
本
産
業
を
支
え
る
最

重
器
門
と
な
ろ
う
。

情
報
・
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
化
は
A
後

社
会
構
造
そ
の
も
の
を
支
え
て
い
く

こ
と
に
も
な
ろ
う
。
低
成
長
下
て
も

成
長
分
野
は
多
い
。
し
か
し
、
シ
ス

テ
ム
の
嘉
さ
は
よ
り
加
わ
る
の
て

企
業
の
対
応
も
ま
た
新
し
い
発
想
か

ら
必
要
と
い
え
よ
う
。

.

①
個
々
の
二
ー
ズ
が
反
映
し
や
す
い

こ
と

吊
場
ス
ケ
ー
ル
は
従
来
商
品
ほ
ど

大
き
く
な
い

③
ソ
フ
ト
ゥ
エ
ア
が
内
在
化
し
て
い

る
こ
と

④
対
幣
場
が
明
確
化
て
あ
る
こ
と

と
い
う
特
徴
を
持
つ
の
て
は
な
か
ろ

う
か
。
例
え
ば
中
年
糧
向
け
健
康

維
持
の
商
品
主
婦
用
小
型
自
動
車

薯
紹
介

人
の
使
い
方

マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
る

佐
藤
公
久
氏
は
昭
和
十
二
年

生
れ
、
同
三
十
四
年
早
大
政
経

学
部
卒
業
同
年
、
則
三
菱
経

済
研
究
所
に
入
所
。
現
在
、
主

席
研
究
具
主
要
著
書
に
「
G

N
P
大
国
日
本
の
国
力
」
「
。
フ

ラ
ン
ト
産
業
」
「
賃
金
決
定
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
」
な
ど
が
あ
る
。

因

世
の
中
に
は
た
だ
毎
日
、
平
凡
に

生
活
て
き
れ
ば
よ
い
と
い
う
気
持
て

働
い
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
が
、

な
ん
と
か
自
分
の
家
を
持
ち
た
い
と

か
、
ど
ぅ
に
か
し
て
部
長
の
地
位
ま

て
昇
進
し
た
い
と
か
、
世
界
一
周
の

旅
行
を
す
る
費
用
を
た
め
る
ま
て
は

と
い
っ
た
よ
う
に
、
一
つ
の
目
標
を

持
っ
て
働
い
て
い
る
者
も
数
多
く
い

る
。ど

ち
ら
の
生
き
方
が
良
い
と
か
悪

い
と
か
の
価
値
判
断
は
て
き
な
い
と

思
う
が
、
働
く
こ
と
に
対
し
て
の
張

合
い
と
い
う
こ
と
に
よ
れ
ば
、
こ
れ

は
後
者
の
ほ
う
て
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
仕
事
に
働

き
が
い
や
生
き
が
い
を
求
め
よ
う
と

す
る
な
ら
、
ま
ず
目
標
を
持
て
と
一
盲

わ
れ
る
訳
て
、
こ
れ
に
異
論
を
唱
え

る
つ
も
り
は
な
い
か
、
た
だ
、
こ
の

目
標
の
達
成
に
対
し
て
の
意
欲
が
強

く
な
り
す
ぎ
る
と
、
そ
の
月
標
を
達

成
す
る
こ
と
以
外
の
こ
と
は
ど
ぅ
て

も
よ
い
と
い
、
つ
こ
と
に
な
り
、
そ
の

た
め
に
他
人
に
迷
惑
を
か
け
九
り
、

不
快
感
を
与
え
た
り
と
い
う
こ
と
に

対
し
て
も
不
感
症
に
お
ち
い
っ
て
い

f

因

1

C

表

ズフ

ス

7

ウ

く
と
い
っ
九
こ
と
が
小
ノ
な
く
な
い
こ

と
て
あ
る
。

九
と
え
ぱ
、
家
を
持
ち
九
い
と
い

う
こ
と
に
熱
心
に
な
る
の
は
よ
い
が

そ
の
九
め
に
他
人
と
の
つ
き
合
い
も

ろ
く
に
し
な
い
と
い
っ
た
ぐ
ら
い
な

ら
ま
だ
許
せ
る
が
、
残
業
手
当
を
か

せ
ぐ
九
め
に
、
た
い
し
九
仕
事
も
な

い
の
に
残
業
を
す
る
と
い
っ
た
こ
と

を
す
れ
ぱ
、
企
業
に
と
っ
て
は
、
迷

惑
な
こ
と
に
な
る
し
、
ま
た
、
自
分

か
昇
進
し
九
い
た
め
に
、
上
役
に
ゴ

マ
を
す
る
程
度
な
ら
我
慢
て
き
て
も

仲
間
の
ア
ラ
さ
が
し
を
し
て
は
上
役

に
つ
け
口
を
す
る
と
い
っ
九
こ
と
を

す
る
と
な
る
と
、
許
せ
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
0

も
う
一
つ
開
題
と
な
る
こ
と
は
、

こ
の
目
標
達
成
に
熱
中
し
す
ぎ
る
と

そ
の
目
標
が
達
成
て
き
九
あ
と
の
虚

脱
感
か
強
く
、
う
ま
く
次
の
目
標
が

見
出
せ
な
い
と
、
立
ち
直
り
が
難
か

し
い
と
い
っ
た
こ
と
が
起
る
こ
と
て

あ
る
。毎

月
や
っ
て
い
る
仕
事
て
も
、
少

し
大
き
な
仕
事
と
な
る
と
、
そ
れ
が

一
段
落
し
た
あ
と
数
力
月
問
は
、
何

十

ユ
ン

、
ン

デ
シ

エ
ケ

も
す
る
気
に
な
れ
な
い
と
い
っ
た
経

り
力
、
、
、
力
る
空
口
に
は
こ
、
つ
し
た

験
は
誰
し
も
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
働
き
が
い
を
感
じ
さ
せ

る
よ
う
な
目
標
を
苦
心
の
末
に
や
っ

と
達
成
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ぱ
虚
脱

感
も
大
き
く
な
る
の
は
当
然
て
あ
ろ

、
つ

各
人
に
大
き
な
価
値
を
意
識
て
き

る
よ
う
な
目
標
を
持
た
せ
る
よ
う
に

さ
せ
る
こ
と
は
、
動
機
、
づ
け
と
し
て

極
め
て
効
果
的
な
空
て
あ
る
こ
と

は
今
日
て
は
常
識
と
な
っ
て
お
り
、

こ
う
し
た
方
法
が
現
実
に
広
く
利
用

さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
効
用
ぱ
か ス

ヨ

レ

ヘ

ト

表

6

報

(
力

タ

ロ
ス

省

モ
セ

ト

性

ク
ク

レエ
ニ

上

全

マ
イ
ナ
ス
面
は
ほ
と
ん
ど
問
題
に
さ

れ
な
い
が
、
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
薬
効

ぱ
か
り
宣
伝
し
、
薬
害
と
い
う
か
副

作
用
の
ほ
う
を
か
く
し
て
い
る
よ
う

な
も
の
て
感
心
て
き
な
い
。

薬
を
活
用
す
る
に
は
副
作
用
も
熟

知
し
て
利
用
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
よ

う
に
、
動
機
づ
け
の
空
な
ど
も
、

や
は
り
副
作
用
を
よ
く
知
っ
て
う
ま

く
使
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

(
商
工
中
金
本
店
経
営
相
談
所
・

内
田
知
二
)

安

迂
t
;
゛
^
゛
"
史
再
再
舌
吾
倉
ミ
ー
画
゛
吉
●

Y
'
ー
ノ
一
エ
リ
ξ
↑
-
 
1
謬
・
塾
畔

少
角
ξ
-
ー
、
卦
角
角
と
,
軸
{
,
"
当
、
ξ
か
知
、
弍
戸
「
、
舌
、
r
、
、
§
弔

秋
風
の
こ
ず
え
を
渡
る
行
在
所

飛
火
野
に
能
の
鬼
面
や
月
蒼
き

萩
垂
れ
て
露
重
げ
な
り
朝
の
庭

久
に
母
の
肩
も
む
や
夜
の
つ
ゞ
れ
さ
せ

南
朝
を
一
碑
に
し
の
ぶ
秋
の
風

手
の
ふ
れ
て
墳
の
石
棺
露
じ
め
り

十
二
妃
の
苔
の
輪
塔
ち
ろ
、
鳴
く

般
若
面
の
凄
き
に
芝
能
肌
寒
き

眉
細
く
そ
り
し
鏡
や
萩
の
風

ゆ
る
ぎ
石
を
試
み
に
押
し
秋
扇

蓑
虫
や
糸
一
す
じ
に
身
を
ゆ
だ
ね

め量
口テ双

山
中
山
木
選

、
.
.

、

.、

.

一

4
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J
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抜群の実績を誇る信頼と成果.ノ

第146号(第三種郵便物認可)

頼の大きさ・
電工の
術で式
し、呼吸し、成長する都市の、脈
のシステムをつくる生"

支郁昶師寉かさ・・。
近電工は大きな信頼にこたえま中。

奈良会議所ニュース 昭和55年11月10日(毎月1回10日発行)
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機能グループ別にみ九成長要因
(i肖費財)

フフノション

ノ、

儒
噌好・健康食事・
家年合理化・簡易

奈良県教育テスト協会

ヤング・女性・文
イヒ・T・P ・0
安全・噌好・所得

電気・計装・空調・防災・士木
近畿電気工亭総奈良支店

ノ、ⅡC支店長
奈良市西木辻町25-

742JTEL

賓ネ1:三菱地研「成長製品アンケート」

モータリゼーショ
ン・節約

Jレ

新奇性・イ〆ージ広
^.才ーミング

文化・知識・所得

材料・普及価格・新
奇性.デザイン

健康維持・所得

11

デザイン・販売.機
能・普及価格

省エネルギー

新奇性・デザイ
広告

情

生産財の成長要因

機能・広告・デザイ
"ノ

機能・イメージ

化

コス

ノ"6..^、

車務能率・エレク
トロニクス

ニノ.

化

ノヨ

効車化・産業構造
の変化

合0742(23)2123{代〒630
丑07442(3)5028代〒634
607472(3)1313(代〒637

資斜:同

生活変化・輸送シ
ステム変化
コンピュータ利用
省力化

技術対応
技術・普及価挌

技術・鯖争力

要因

中学・高校への最高の進学実韻と補習教育の充実

冒公開模擬テスト■
■進学教室■

機能.新ンステム

技術革新・効車化・
価格
技術開発

、^^'

■春夏冬学習講座圃冷器身 奈良市杉ケ西町・国鉄奈良駅南3分
橿原市兵部町福又ビル2F
五條市五条1丁目桜井誠交堂内

供給要要要

供給需要要因



企
業
活
力
の
源
泉
を
探
る

1
円
月
例
会
1

去
る
W
月
N
日
関
午
後
6
時
よ
り

当
所
3
階
に
て
、
本
田
部
長
・
津
森

委
員
長
他
幻
名
が
参
加
し
て
、
杉
山

繊
維
工
業
槻
社
長
杉
山
嘉
一
氏
を
お

迎
え
し
て
「
企
業
活
力
の
源
泉
を
探

る
」
と
題
し
て
W
月
倒
=
開
催
。

そ
の
中
て
杉
山
氏
は
ま
ず
戦
後
わ

が
国
経
済
の
復
興
・
そ
し
て
長
期
の

高
度
成
長
の
中
て
、
<
止
業
の
発
展
・
存

続
そ
し
て
活
力
の
源
泉
に
つ
い
て
自

社
の
実
例
を
中
心
に
講
話
。
そ
の
第

ー
は
計
画
を
密
に
し
か
つ
そ
の
実
行

を
勇
気
を
も
っ
て
粘
り
強
く
行
う
こ

と
。
第
2
は
少
々
無
理
と
思
わ
れ
る

こ
と
て
も
勇
気
を
も
っ
て
実
行
す
る

こ
と
。
さ
ら
に
経
営
者
の
姿
勢
は
常

に
自
か
ら
を
正
し
、
か
つ
厳
し
く
す

る
こ
と
て
あ
る
と
力
説
。

杉
山
繊
維
工
業
概
要
>

本
社
奈
良
市
鵲
町
5

工
場
天
理
・
東
京

創
業
麻
織
物
と
し
て
櫛
年

品
目
寝
具
・
蚊
帳
・
衣
料
縫
製

(
ゴ
ー
ル
デ
ン
シ
ル
ク
ふ

と
ん
に
て
特
許
)

◎
企
業
理
念

企
業
の
社
会
的
責
任
を
自
覚
し

信
頼
さ
れ
る
明
る
い
会
社
づ
く

り

<
会
員
企
業
紹
介
>

◎
正
和
商
事
妹
社
長
永
井
正
弘
氏

当
社
は
靴
下
メ
ー
カ
ー
て
、
現
下

の
中
進
国
等
の
追
い
あ
げ
は
あ
る
も

の
の
、
デ
ザ
イ
ン
・
品
質
等
の
差
別

化
を
図
り
発
展
を
極
め
て
い
る
。
社

長
永
井
正
弘
氏
飴
才
)
は
持
前
の

旺
盛
な
企
画
力
と
創
造
力
て
会
社
内

に
活
力
を
吹
き
込
ん
て
い
る
。

◎
側
査
ヤ
マ
ノ
社
長
宮
沢
笙
子
氏

当
社
は
山
野
愛
子
ど
ろ
ん
こ
美
容

の
販
社
と
し
て
S
U
年
に
創
立
。
現

在
県
北
和
中
和
部
を
中
心
に
律
.

女
性
用
全
般
に
わ
た
り
、
チ
市
ー
ム

教
室
を
中
心
に
販
売
を
展
開
し
て
い

る
。
社
長
宮
沢
笙
子
氏
は
女
性
な
が

ら
旺
盛
な
企
業
家
精
神
の
持
主
て
あ

る
0◎

い
た
ど
り
写
真
植
字
社

代
表
者
虎
杖
あ
さ
お
氏

当
社
は
写
真
植
字
の
専
門
会
社

て
、
近
来
の
印
刷
革
命
か
ら
需
要
は

増
大
し
、
<
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
代
表
者
虎
杖
あ
さ
お
氏
(

給
才
)
は
技
術
者
肌
て
、
技
術
開
発

に
使
命
を
か
け
て
い
る
。

<
H
月
例
△
李
会
員
委
員
会
担
当

日
時
Ⅱ
月
れ
日
囲

場
所
当
所
3
階

テ
ー
マ
古
代
建
築
壽
る
も
の

講
師
鵤
工
西
岡
常
一
氏

.
h

,
,
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■
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、
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冒
三
 
1
 
-
ー
弔
 
1
 
'
ー
'
.
 
1
 
■
'
■
 
1
 
■
'
'

ー
.
ー
ー
、
ー
ー
、
ー
.
 
1
 
Ξ
 
1
 
」
.
」
ー
'
、
ー
'
'
ー
ー
Ξ
、

夜
問
例
会
開
催

十
月
十
四
日
午
後
六
時
よ
り
、
会

議
所
四
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
会
員

の
査
袖
脂
工
業
憐
社
長
杉
禾

小
三
郎
氏
に
よ
る
「
石
鹸
と
洗
剤
L

と
い
う
演
題
て
、
石
鹸
と
洗
剤
(
特

に
中
性
洗
剤
)
の
生
た
ち
を
説
明
さ

れ
人
間
と
石
鹸
洗
剤
の
か
か
わ
り
あ

い
の
深
さ
を
話
さ
れ
、
又
、
最
近
の

洗
剤
公
害
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
、

業
界
も
無
り
ン
洗
剤
を
開
発
し
公
害

を
な
く
す
る
よ
う
に
努
力
を
し
て
い

る
が
下
水
道
、
下
水
処
理
場
の
整
備

充
実
に
も
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
等
を

話
さ
れ
た
。

ス
ツ
ァ
ー
を
実
施

゛
、ノ十

月
七
日
、
第
一
回
目
の
バ
ス
ツ

ア
ー
を
実
施
、
神
戸
方
面
へ
の
秋
の

一
日
を
楽
し
ん
だ
。

一
行
は
ポ
ー
ト
ピ
ア
別
の
建
設
現

場
を
神
戸
商
工
会
議
所
の
好
意
に
よ

り
見
学
、
相
楽
園
の
庭
園
を
観
賞
し

入
業

支

収

全人 た
後
、
海
皇
の
海
織
理
に
参
加
者

一
同
、
舌
、
づ
つ
み
を
打
ち
、
大
変
、

満
足
気
て
あ
っ
た
。

A
後
の
歪

◎
十
一
月
例
会

△
十
一
月
十
一
日
図
正
午
よ
り

△
講
師
人
形
の
モ
リ
シ
ゲ

専
務
取
締
役
吾
郷
光
雄
氏

△
テ
ー
マ

大
阪
商
人
三
千
六
百
五
十
日

◎
十
一
月
第
二
例
会

△
十
一
月
二
十
五
日
側

午
後
六
時
の
歪

△
講
師
未
定
希
望
者
は
事
務

局
ま
て
ご
一
報
下
さ
い
。

◎
家
族
忘
矢
=

△
毎
年
恒
例
の
家
族
忘
年
会
を
今

年
も
十
二
月
九
日
午
後
五
時
三

十
分
よ
り
実
施
の
歪

)

△
新
し
い
企
画
侠
が
あ
り
ま
し
九

ら
、
事
務
局
ま
て
ご
一
報
下
さ
い
。

資尉

ι

.

メ

卯8

、

出

'

,

計
行博

設
谷

支

伽

、

1

ι

:
■
..

.
入
烹
.

'

お

.

"

゛

一

資
金
は
、
し
ぱ

し
ば
企
業
の
血
液

と
い
わ
れ
る
。
人

間
が
生
き
て
い
く

た
め
に
は
、
ひ
と

と
き
九
り
と
も
、

血
液
の
循
環
の
停

一

.

.

゛

烹

、
置

.

.

止
ま
た
は
滞
留
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
よ
う
に
、
<
止

業
経
営
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

如
何
な
る
場
合
て
も
ま
九
は
一
時

的
て
は
あ
っ
て
も
資
金
の
流
入

(
収
入
)
・
流
出
(
支
出
)
、
特

.
゛
"
N

、

健
康
と
若
さ
を
保
つ

イ
ン
ペ
ッ
ク
ス
栄
養
補
助
食
品

小
麦
脛
芽
油
プ
ロ
テ
ィ
ン
プ
ル
ー
ン

謡

つ
い
て
予
測
し
、
資
金
の
不
足
に
つ

い
て
は
調
達
を
、
過
剰
に
つ
い
て
は

運
用
を
考
え
て
、
両
者
の
均
衡
を
図

ら
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
と
く

に
大
事
な
こ
と
は
収
入
と
支
出
に
つ

い
て
両
者
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
適
合
を

図
る
こ
と
て
あ
る
。
あ
る
期
間
の
収

支
の
適
合
か
な
さ
れ
て
い
て
も
、
そ

の
収
支
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
っ
て
い

な
け
れ
ば
、
た
と
え
ば
、
収
入
が
そ

の
期
間
の
後
半
に
集
中
し
て
お
り
、

他
方
支
出
が
そ
の
期
間
の
前
半
に
片

寄
っ
て
い
る
な
ら
ぱ
、
悪
く
い
け
ば

支

C

リ

に
支
払
を
停
滞
す
る
こ
と
は
許
さ

一
れ
な
い

企
業
倒
産
の
八
0
%
以
上
は
、

一
資
金
の
流
入
・
流
出
の
不
円
滑
に

一
よ
る
支
払
不
能
に
よ
る
こ
と
を
見

て
も
判
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
て
、
こ
の

一
資
金
流
通
の
停
滞
を
防
ぐ
こ
と
が

一
絶
対
に
必
要
と
な
る
。

支
払
問
題
に
突
き
当
っ
て
か
ら

一
一
古
労
し
て
い
る
場
合
が
よ
く
み
ら

一
れ
る
が
、
支
払
原
因
は
、
支
払
時

一
期
の
か
な
り
前
に
決
定
さ
れ
て
い

る
か
、
ま
た
は
予
測
さ
れ
る
も
の

が
殆
ん
ど
て
あ
っ
て
、
予
測
し
え

な
い
不
時
の
支
払
の
よ
う
な
も
の

は
極
め
て
少
な
い
の
て
あ
る
。

従
っ
て
質
金
の
円
滑
な
流
通
を

は
か
る
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め

一
定
の
将
来
期
間
の
資
金
の
流
入

一

と
流
出
す
な
わ
ち
収
入
と
支
出
に

註
j

、

゛

゛
'

'
叫

,

゛
'

リ、

=子
、

、
、
゛

.

月

湾1

収
入財

仕
入

▲

、

1

合
ま
九
き
め
細
か
い
仕
方
を
す
る

時
は
短
期
の
も
の
を
作
る
こ
と
に
な

る
。
一
般
に
は
毎
月
作
成
さ
れ
る
の

が
普
通
て
あ
る
。
ま
九
収
支
の
項
目

の
と
り
方
や
そ
れ
ら
の
配
列
の
順
序

な
ど
に
多
少
の
違
い
は
あ
る
。

資
金
繰
表
の
作
成
に
当
っ
て
は
、

当
月
分
の
み
て
な
く
、
少
く
と
も
三

力
月
分
を
作
成
す
る
。
ま
た
、
翌
月

度
織
金
は
、
少
く
と
も
収
入
歪

額
の
一
五
%
以
下
に
な
ら
ぬ
こ
と
が

望
ま
し
い
。
と
い
っ
て
、
不
足
を
借

入
金
て
補
う
こ
と
を
考
え
る
べ
き
て

町
 
2

東
 
0

市
 
2

づ
 
7

良
=
 
L

奈
 
T

膓

,
(

資
金
繰
表利用

の
す
す
め

、
(

倒
産
に
い
た
る
こ
と
も
あ
ろ
、
つ
。
「
勘

定
合
っ
て
銭
足
ら
ず
」
と
は
こ
う
し

た
場
合
の
こ
と
て
あ
る
。

資
金
の
収
支
に
つ
い
て
金
額
だ
け

て
な
く
、
支
払
期
日
と
の
適
合
を
図

る
た
め
に
、
そ
の
収
支
を
整
理
し
て

一
覧
表
に
し
た
も
の
が
資
金
繰
表
て

あ
る
。
資
金
繰
り
期
間
を
ど
ぅ
と
る

か
、
つ
ま
り
一
年
間
に
一
つ
作
る
だ

け
て
済
ま
せ
る
か
、
半
年
侮
か
、
三

力
月
、
毎
月
、
毎
日
つ
く
る
の
か
は
、

そ
の
企
業
の
必
要
に
よ
る
。
資
金
に

余
裕
が
あ
る
場
合
は
比
較
的
長
期
間

の
も
の
て
も
よ
く
、
余
裕
の
な
い
場

な
く
資
金
不
足
を
起
こ
す
原
因
①

固
定
資
産
投
資
過
多
②
棚
卸
資
産

全
利

過
剰
聖
冗
掛
金
回
収
不
足
④
不
良

係
や
貸
倒
れ
被
害
な
ど
の
改
善

を
強
力
に
行
う
べ
き
て
あ
る
。

中
小
企
業
諭
士
井
上
誠
逸

月

支
出

収

月

差

の

収
営

第146号(第三種郵便物認可) 奈良会議所ニユース 昭和郭年11月10日(毎月1回10日発行)

資金繰表の一例

^
合

受取手形期日落込
掛

受」R 手形割引

山

奈良市大宮町 1'丁ヨ 6 薪 21 号
TEL 奈良(0742) 3 4-1 4 6 1 例

京都市中京区御池通御幸町亀足町京都府旅館会館
TE L 京都(075) 22 1-1 6 32 eサ

小

買掛全支払
企仕入

外
支払手形决済

人

代表取締役桝

庄

支払利

モ

,'」

蔓取1彫割引料
の

1過不足Ⅱ]-121=【31

他の経費
【21

の

計

立社丁形i夬漉【設博分1
預貯全穫立分

141

当月総合収支【31-161=【フ」
前

過不足141-【5]=旧
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〔奈良県庁・奈良市役所指定業者〕

神戸相楽園庭園にて

璽葬子モ^ユニフォーム
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TEL
奈良市四条大路5-フ-10
奈良(0742)33-0 2 5 5 (代表)
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奈良亭務所

京都事務所
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十
一
月
は
予
定
納
税
第
2
期
分
の

納
期
限

納
付
は
便
利
な
振
替
納
税
で

十
一
月
は
所
得
税
の
予
定
納
税
第
二
期
分
の
鶴
月
て
す
。
慮
貌
を
し

て
い
た
だ
く
方
に
は
、
予
定
納
税
第
二
期
分
の
額
を
既
に
税
務
署
か
ら
通
知
し

て
い
ま
す
の
て
、
十
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
一
日
(
十
一
月
三
十
日
が
日
曜
日

の
九
め
)
ま
て
の
間
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

子
定
納
税
額
は

金
額
よ
り
少
な
く
な
る
と
見
込
ま
れ

前
年
の
所
得
を
基
に
計
算

る
と
き
は
、
歪
納
税
額
の
減
語

所
得
税
は
、
通
常
、
七
月
、
十
一
請
を
す
る
こ
と
が
て
き
ま
す
。

月
、
翌
年
三
月
の
三
回
に
分
け
て
納
一
、
廃
業
、
休
業
転
業
失
業
な

税
し
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
七
月
と
十
ど
の
た
め
、
前
年
分
よ
り
所
旧
侍
が

一
月
に
納
税
す
る
分
を
そ
れ
ぞ
れ
予

減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
と
き

定
納
税
第
一
期
分
、
第
二
期
分
と
い
二
、
地
震
風
水
害
火
災
な
ど
の

該
当
さ
れ
る
方
に
は
税
務
署
か
災
害
や
、
盗
難
横
領
に
よ
っ
て

、
、

しら
六
月
十
五
日
ま
て
に
通
知
し
て
い

財
産
に
損
害
を
受
け
た
た
め
、
前

ま
す
が
、
そ
の
金
額
は
前
年
分
の
所
年
分
よ
り
所
得
が
減
少
し
た
り
、

得
金
額
等
を
基
準
と
し
て
計
算
し
た

雑
損
控
除
が
受
け
ら
れ
る
と
見
込

税
額
の
三
分
の
一
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
れ
る
と
き

な
お
、
第
三
期
分
は
、
確
定
申
告
に
三
、
納
税
者
や
そ
の
家
族
の
け
が
、

よ
っ
て
計
算
し
た
申
告
納
税
額
か
ら
、
病
気
な
ど
て
、
多
額
の
医
療
費
を

予
定
納
税
第
一
期
分
及
び
第
二
期
分
支
払
っ
た
た
め
、
医
療
費
控
除
が

を
差
引
い
た
残
額
に
な
り
ま
す
。
こ

受
け
ら
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
と
き

の
場
貪
予
定
納
税
額
が
申
告
納
税
四
、
結
婚
や
出
産
な
ど
の
た
め
、
新

額
よ
り
多
い
と
き
は
還
付
さ
れ
ま
す
。
た
に
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
が

廃
業
休
業
等
の
場
合
に
は
減

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き

額
申
請
を

五
新
た
に
老
年
者
、
障
害
者
、
寡

十
月
三
十
一
日
の
状
況
に
よ
っ
て
、
婦
、
勤
労
学
生
な
ど
に
あ
て
は
ま

今
年
の
年
間
所
得
を
見
積
っ
て
計
算

り
、
所
得
控
除
額
が
増
加
し
た
と

し
た
税
額
が
、
次
の
よ
う
な
事
情
の

き

た
め
に
、
税
務
署
か
ら
通
知
さ
れ
た
六
、
業
況
不
振
の
た
め
今
年
の
所
得

が
前
年
の
所
得
よ
り
相
当
少
な
く

な
る
と
見
込
ま
れ
る
と
き

な
お
、
こ
の
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、

十
一
月
十
五
日
ま
て
に
「
予
定
納

税
額
の
減
額
穩
申
請
書
」
を
税

務
署
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
申
請
書
の
用
紙
は
、

税
務
署
に
あ
り
ま
す
。

0
振
替
納
税
の
御
案
内
0

こ
の
振
篇
税
制
度
は
、
あ
ら
か

じ
め
税
務
署
と
金
融
機
関
に
依
頼
し

て
お
き
ま
す
と
、
納
期
限
に
銀
行
な

ど
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
貌

す
る
こ
と
が
て
き
る
制
度
て
す
。
納

税
の
た
め
の
手
数
が
か
か
ら
ず
に
済

み
、
つ
い
う
っ
か
り
鶴
を
忘
れ
九

り
す
る
こ
と
も
な
く
、
大
変
便
利
て

す
の
て
、
日
疋
非
、
御
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
儒
て
す
。
金
融
機
関

納
税
聢
霜
合
(
連
合
会
)
又
は
税

務
署
に
「
預
貯
金
口
座
振
替
依
響

・
納
付
書
送
付
依
頼
書
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

納
税
は
便
利
で

確
実
な
口
座
振
替
で

所
旧
覇
の
便
利
な
納
税
空
と
し

て
振
替
納
税
制
度
が
あ
り
ま
す
。

住
宅
金
融
公
庫

財
形
住
宅

融
資
の
ご
案
内

住
宅
金
融
公
庫
て
は
、
財
形
蛇
畜

を
し
て
い
る
勢
者
 
9
匡
以
上
行

そ
の
残
高
が
五
0
万
円
以
上
あ

、
、

しる
方
)
を
対
象
に
財
形
住
宅
融
資
の

借
入
申
込
み
の
受
付
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
融
資
は
、
公
庫
の
一
般

個
人
住
宅
融
資
な
ど
と
あ
わ
せ
て
利

用
す
る
こ
と
が
て
き
ま
す
。

▽
申
込
受
付
期
間

昭
和
五
十
六
年
二
月
二
十
八
日
出

ま
て

マ
融
資
額

財
形
貯
蓄
残
高
の
三
倍
(
一
五
0

0
万
円
が
限
度
)

新
会
員

▽
奈
良
酒
造
組
合
・
負
倉
作
・
三

条
桧
町
三
七
四
1
-
・
組
合
・
曾

七
九
一

▽
三
徳
商
会
・
山
村
信
孝
・
三
条
川

崎
町
一
三
二
ー
-
・
自
動
車
修
・
⑳

四
七
四
九

▽
大
山
自
動
車
商
会
・
大
山
昇
・

神
殿
町
西
谷
六
七
八
1
三
・
自
動
車

販
修
・
血
-
 
0
三
一

マ
中
川
時
宝
堂
・
中
川
史
郎
・
宝
来

町
六
三
七
・
時
計
眼
鏡
販
・
@
五
二

五
五

マ
旅
館
南
都
・
長
谷
川
憲
男
・
上
三

条
町
二
九
・
語
・
竺
二
四
九
七

マ
ふ
じ
の
や
・
葬
三
七
子
・
三
条

所
町
九
1
-
五
・
衣
料
品
販
・
図

一
九
0
二

マ
み
ゅ
き
会
・
岩
崎
美
智
子
・
大
森

町
二
0
七
1
-
六
・
芸
妓
置
家
・
図

八
七
九
0

マ
山
田
タ
イ
ヤ
販
売
株
・
山
田
外
喜

男
・
三
美
路
四
ー
ニ
ー
一
四
・
タ

イ
ヤ
販
・
圃
五
三
九
六

マ
亀
井
会
計
事
務
所
・
亀
井
常
可
・

大
宮
町
六
1
四
七
0
・
税
理
士
・
⑮

二
三
三

▽
総
東
ラ
ジ
オ
製
作
所
・
東
祥
郎

鶴
福
院
町
三
・
家
電
品
販
・
⑫
三
七

九
二

▽
瀬
川
時
計
店
・
瀬
川
秀
雄
・
尼
ケ

辻
西
町
二
ご
一
・
時
計
販
・
⑮
四
六

▽
利
率

年
八
・
ハ
ハ
%
(
こ
の
金
利
は
金

融
情
勢
の
変
動
に
よ
り
変
更
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
)

▽
返
済
期
間

新
築
住
宅

木
造
・
:
・
:
二
十
五
年
以
内

簡
易
耐
火
構
造
・
:
三
十
年
以
内

耐
火
構
造
・
:
・
:
三
十
五
年
以
内

害
住
宅

二
十
年
以
内

住
宅
改
良

十
年
以
内

▽
返
済
空

元
利
均
等
毎
月
払
い
(
ボ
ー
ナ
ス

払
い
の
併
用
も
可
)

▽
お
問
い
合
せ

詳
細
に
つ
い
て
は
、
公
璽
務
取

扱
金
融
機
関
又
は
住
宅
金
融
公
庫

ま
て
。、

(で、

《

四
一▽

兎
本
名
産
店
・
兎
杢
雄
・
雑
司

町
四
0
七
・
名
産
販
・
堕
ハ
五
六
一

マ
法
華
寺
モ
ー
タ
ー
ス
・
山
史
暴
之

法
馨
町
一
一
三
三
・
自
動
車
修
・

⑳
一
一
き
三

▽
田
町
時
計
店
・
田
町
秋
男
・
西
大

稟
町
六
1
五
・
時
計
メ
ガ
ネ
販
・

零
八
八
七

マ
金
光
堂
時
計
店
・
北
西
昇
・
漢

国
町
三
一
・
時
計
メ
ガ
ネ
販
・
⑳
五

四
ハ
ニ

▽
浦
池
建
具
店
・
浦
池
貞
次
・
北
半

田
西
町
一
三
1
-
・
建
具
・
兒
五

七
七

マ
カ
ネ
マ
ル
サ
ッ
シ
・
松
吉
政
弘
・

二
条
大
雷
二
1
-
1
-
五
・
サ
ッ

シ
組
立
販
・
⑱
一
工
七
六

マ
マ
ス
・
脇
阪
正
子
・
林
小
路
町
四

一
・
喫
茶
・
魯
ハ
ハ
ハ

マ
ハ
田
印
刷
所
・
八
田
駿
三
・
雑
司

町
壬
△
ー
ニ
・
印
刷
・
宮
工
<

(

▽
嫌
マ
ツ
ダ
モ
ー
タ
ー
ス
大
和
・
町

野
宣
三
郎
・
三
灸
宮
町
一
エ
ニ
ー

一
一
・
自
動
車
販
修
・
⑱
一
五
0
-

マ
総
麻
苧
商
店
・
麻
芝
畠
蔵
・
東
包

永
町
六
丁
米
穀
L
P
ガ
ス
販
・
⑳

四
0
七
五

▽
奈
良
新
都
市
詳
脱
・
栄
長
増
文

内
侍
原
町
六
・
測
量
設
計
・
⑳
一
五

七
七

マ
ダ
イ
ハ
ツ
西
部
販
売
脱
・
滋
野
義

照
・
三
条
大
路
四
ー
ニ
ー
一
二
・
自

動
車
販
修
・
璽
<
二
六
四

▽
ニ
ッ
カ
ジ
ユ
ウ
キ
妹
・
川
瀬
元
義

学
園
朝
日
元
町
二
1
-
九
一
五
1
九

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
・
⑯
一
四
二
五

マ
北
橋
石
油
映
・
北
橋
一
生
・
三
条

池
町
六
全
ハ
・
石
油
販
・
⑳
三
七
九

▽
映
墨
源
本
舗
・
一
兀
野
忠
義
・
法
華

寺
東
町
三
三
一
九
・
筆
墨
卸
・
@
四

二
0
七

マ
平
城
開
発
総
・
福
田
純
一
・
佐
紀

町
四
七
・
不
動
産
業
・
曾
五
二
五

マ
大
和
機
械
設
備
妹
・
松
林
俊
夫
.

二
名
町
二
0
七
1
-
七
・
機
械
設
置

@
五
七
九
二

▽
神
霊
研
究
所
・
仲
村
潔
丁
下
御

門
町
一
七
・
憲
占
い
・
叉
0
-

0▽
国
境
食
堂
・
京
田
秀
次
・
奈
良
坂

町
二
六
三
1
五
・
飲
食
・
⑳
八
七

二
五

マ
つ
る
や
鶏
卵
店
・
鶴
允
子
・
津

風
呂
町
三
三
七
・
鶏
卵
販
・
⑮
二

九
8

マ
富
雄
電
化
ハ
ウ
ス
・
三
井
勝
義
・

三
碓
町
三
一
九
1
-
一
・
家
電
品
販
.

@
ご
モ
一

マ
広
告
の
英
和
・
扇
田
昭
信
・
大
宮

町
二
1
五
1
-
七
・
デ
ザ
イ
ン
印
刷

図
三
一
八
九

▽
妹
芝
口
工
務
店
・
芝
口
京
見
・
林

小
路
町
三
八
・
建
条
・
四
三
六

六マ
総
登
喜
・
寺
島
官
掘
・
高
天
町
四

六
.
文
化
教
室
モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
.

⑳
五
二
0
八

一
丁
ず
イ

↑
吸方三

第146ぢ(第ι種郵便物詮扣D 奈良会議所ニユース昭和55年Ⅱ月10日(毎月]回10日発行)

八

企業と家庭に奉仕する

栄相互銀行
社長野村正雄

本店
支店

奈炎市下三条町8
大宮.メ:安寺.西大ぐ!.学園前・東生駒・天理
郡山(大和小泉)・高山寸髪,キ・桜井北・橿原
五条.下市・上市・大1孜(北区南森町)

第146号(第三種郵便物認可)

日帰りから海外旅行まで旅のととならお気軽に.ノ

運輸大臣登録一般旅行業第91号
(株) 旅行奈良営業所Ξ^^

五5己.ノ」
奈良市高天町18 TEL0742⑳5221~2

奈良会議所二 ユース

三^^
云冗ワC

昭和55年11月10日(毎月1回10日発行)

Ⅱ

(_

未来をひらく綜合警備
強く・正しく・温かく

科学警備のパイオニアとして社員12,000 名全国
350ケ所に事業網をもつ我国最大の警備会社です。

■奈良営業所

10

奈良市二条大路南一丁目2番7号松岡ビル5F
60742-34-7911

t村中京都巷巨τ方壊 1 -6-6 等二旋全ヒル
備保障株系宇、^茸冬,り、^^


